
小学校プログラミング教育実施レポート 
令和２年度から必修化された小学校プログラミング教育の実施の様子を紹介するものです。 

未来の学びコンソーシアムにて実施内容の精査を行うものではありません。 

 

 

学習活動名 「見つめよう私達の生活 考えようこれからの生活 プログラミング教習所」 

学年 小学校第５・６年 

目標 ロボットを動かすプログラミング体験を通して、身近な生活でコンピュータが活用されている

ことや、問題の解決には必要な手順があることに気付くこと。（知識・技能） 

教材タイプ ビジュアル言語 

使用教材 スタディーノ（アーテック） 

環境 児童１人で１台の端末、２～３人で１台のロボット 

都道府県 埼玉県 

実施校 熊谷市立妻沼小学校 

学習活動の

概要・児童の

様子（プログ

ラミングの

活動を中心

に記載くだ

さい。） 

 

成果と課題 クラスの全員が自分のつくったプログラミングでロボットを動かすことができたが、思い通り

に動かなかった児童への個別指導やプログラミング的思考力を測ることのできる簡単な知識・

技能テストを作成していくことが課題である。 

学習活動名 「見つめよう私達の生活 考えようこれからの生活 プログラミング教習所」 
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に動かなかった児童への個別指導やプログラミング的思考力を測ることのできる簡単な知識・

技能テストを作成していくことが課題である。 

目標 身近な問題の発見・解決に、コンピュータの働きを生かそうとしたり、コンピュータ等を上手

に活用してよりよい社会を築いていこうとしたりする態度を涵養すること。（人間性等） 



小学校プログラミング教育実施レポート 
令和２年度から必修化された小学校プログラミング教育の実施の様子を紹介するものです。 

未来の学びコンソーシアムにて実施内容の精査を行うものではありません。 

 

 

教材タイプ ビジュアル言語 

使用教材 スタディーノ（アーテック） 

環境 児童１人で１台の端末、２～３人で１台のロボット 

都道府県 埼玉県 

実施校 熊谷市立妻沼小学校 

学習活動の

概要・児童の

様子（プログ

ラミングの

活動を中心

に記載くだ

さい。） 

 

 

 

成果と課題 プログラミング教育と情報モラル教育を融合し、総合的な学習の時間で取り組んだことにより、

児童は AI 時代に向けての人間の強みについて考えること、今後の人間の職業が移り変わって

いくであろうことなども考えることができた。 

 




